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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
非アルコ-ル性脂肪性肝障害(NAFLD)は一般的にはメタポリック症候群の一環として存
在する｡一方､聯頭十二指腸切除(PI))後にも高頻度にNAFLI)が発生するが発生機序は未だ
不明である｡今回我々は2003年から2009年までにPDを施行した 82例を対象とし､術後
にNAFLDを発症した群(PD･NAFLD群)と発症しなかった群(PI)一非NAFLD群)に分け､臨
床的.病理免疫組織学的に比較検討しPI)後NAFLDの発生機序について解析した｡また､
PD-NAFLI)群のうち4例に肝生検を行いCD68(クッパ-細胞のマ｢カー)とCD14(ェンドト
キシン(LPS)に感作されたクッパー細胞のマーカー)の2重免疫染色を行いメタポリック症険
群関連の通常のNAFLI)10例からの肝生検組織と比校検討した｡PI)-NAFLI)群ではPD一非
NAFLD群と比較して低栄養であり､耐糖能障害が認められなかった｡肝生検所見では
PD-NAFLI)群において CI)68陽性細胞､CI)14陽性細胞ともにメタポリック症候群関連
NAFLD群よりも有意に多かったoPI)後NAFLI)ではクッパ-細胞におけるCD14の発現
先進が認められ腸管由来からと考えられるLPSがその発生機序に主要な役割を果たしている
可能性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､障十二指腸切除 (PD)後に発生する非アルコール性脂肪性
肝障害 (NAFLD)の発症機序について検討した082例のPD雇例について､
NjULD群と発症しなかった群の臨床データの解析から､腔頭部癌､神経叢
郭清､主膜管径､女性が危険因子として抽出されたOまた PD後 NAFLD
では､非 NAFLD に比較して低栄養であり､耐糖能異常やインスリン抵抗
性は認められなかった｡PD後のNA FLD4例 (脂肪肝 2例､NASH2例)
とメタポリック症候群に合併したNAFLDIO例 (脂肪肝5例､NASH5例)
において肝生検を施行し､Eupffer細胞について CD68および CD14の免
疫染色を行い､検討したoその結果､PD関連NAFLDにおいて､CD68､
CD14陽性細胞共にメタポリック症候群関連 NAFLDに比致して増加して
いたo以上より､PD後NAFLDでは､腸管由来のLPSに感作されたEupffer
細胞がその発症に関与している可能性が示唆された点で興味深い｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
